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3月定例会のあらまし
　

３
月
定
例
会
が
、
３
月
４
日
か
ら
１8
日
ま
で
の
１5
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
の
一

般
会
計
、
特
別
会
計
な
ど
町
よ
り
提
案
さ
れ
た
２３
議
案
に
つ
い
て
、
担
当
部
門
か
ら
新
年
度
の
事
業
実
施
内

容
や
予
算
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
慎
重
に
審
議
を
行
い
、
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
総
額
１
３
８
億
５
，
４
０
０
万
円
に
及
ぶ
新
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
歳
入

に
占
め
る
自
主
財
源
は
２
８
．
９
％
と
、
大
半
が
地
方
交
付
税
等
の
依
存
財
源
で
占
め
ら
れ
て
い
る
状
況
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
開
会
後
に
、
小
谷
町
長
が
施
政
方
針
の
説
明
を
行
い
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
防
災
拠
点
施

設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
新
年
度
で
は
備
蓄
倉
庫
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な
ど
の
防
災
施
設
の
建
設
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
埴
田
医
王
寺
地
区
の
高
台
へ
の
避
難
道
路
の
用
地
買
収
補
償
や
、
１２
ヶ
所
の
防
災
重
点
農
業
用
た

め
池
の
劣
化
状
況
調
査
等
の
防
災
・
減
災
対
策
や
、
県
事
業
と
し
て
南
部
川
・
古
川
の
河
川
整
備
事
業
等
を

着
々
と
進
め
る
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
う
め
産
業
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
医
科
大
学
な
ど
の
機
関
と
協
力
し
て
梅
の
認
知
症
へ
の
効
果

を
確
認
す
る
研
究
を
引
き
続
き
進
め
、
梅
か
ら
抽
出
し
た
エ
キ
ス
に
皮
膚
老
化
予
防
効
果
が
確
認
で
き
た
た

め
、
特
許
出
願
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

更
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
経
済
的
な
影
響
を
受
け
て
い
る
商
工
観
光
産
業
へ
の
更
な
る
支
援
や
、
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
し
ま
し
た
。　

　

特
に
教
育
関
係
で
は
、
令
和
４
年
度
に
開
園
す
る
「
み
な
べ
愛
之
園
こ
ど
も
園
」
整
備
補
助
金
や
ス
タ
ッ

フ
の
事
前
の
交
流
保
育
、
引
継
ぎ
保
育
等
に
係
る
補
助
金
等
に
６
億
５
，
３
０
０
万
円
、
世
界
遺
産
追
加
登

録
に
向
け
た
千
里
王
子
跡
周
辺
の
測
量
業
務
委
託
費
３
４
０
万
円
も
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
条
例
関
係
で
は
、旧
要
綱
を
廃
止
し
新
た
に
制
定
し
た
「
み
な
べ
町
保
健
衛
生
事
故
調
査
会
条
例
」
や
、

３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
る
「
み
な
べ
町
介
護
保
険
条
例
」、「
み
な
べ
町
学
童
保
育
所
設
置
条
例
」
等
の
改
正

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
一
般
質
問
で
は
、
７
議
員
が
登
壇
し
、
憩
い
の
家
「
二
子
の
里
」
移
転
、
Ｊ
Ｒ
岩
代
駅
の
無
償

提
供
に
よ
る
魅
力
あ
る
駅
舎
へ
の
改
装
、
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
設
備
の
設
置
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
推
進
、
副
町
長
の
選
任
、
学
校
統
合
の
考
え
方
、
み
な
べ
町
防
災
訓
練
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
取
り
組

み
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
計
画
・
課
題
、
南
部
幼
稚
園
の
跡
地
利
用
な
ど
を
と
り
あ
げ
、
町

政
を
質
し
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
２３
議
案
を
集
中
審
議
し
、
原
案
通
り
可
決
！

下
水
道
事
業
を
公
営
企
業
会
計
へ
移
行

●特別会計 /総額51億6,900万円

国民健康保険

18.8 億円 16.7 億円

7.2 億円 5億円 3.4 億円 6,608 万円

介護保険 公共
下水道事業 水道事業 後期高齢者

医療保険
農業集落
排水事業
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3月定例会のあらまし

令和３年度当初予算 総額１３８億円５，４００万円

●一般会計／８６億8,500万円
（前年比１億５，４００万円減）

防災施設整備事業、西本庄グランド改修事業、こども園整備補助金等に重点

財源不足分は町債で確保、自主財源は２８．９％と依然として厳しい状況

歳　入歳　出

普通建設
事業費

物件費

人件費

操出金

公債費

補助費等

扶助費

積立金

投資及び
出資金

維持補修費

予備費

19.4 億円

14.6 億円

14億円

10.7 億円

9.9 億円

8.7 億円

8.4 億円

1,940 万円

1,000 万円

990万円

7,240 万円

地方交付税32.5 億円

町税13.8 億円

町債

国庫支出金

繰入金

県支出金

地方交付税
交付金ほか

諸収入

寄付金

繰越金

財産収入

分担金及び
負担金

10億円

9.5 億円

3.1 億円

6.6 億円

7.4 億円

1.5 億円

7,000 万円

5,153 万円

2,758 万円

556万円
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3月定例会のあらまし

継続新規

新規

継続

児童保険

防災

商工

こども園整備補助事業
6 億 5,364 万円

新型コロナウイルスワクチン
接種事業 2,754 万円

埴田医王寺避難道路整備
事業 1億 350 万円

商工会補助金1,800 万円

南部幼稚園、南部保育所、愛之園保育園
を統合し、来年 4 月に開園する「みなべ愛之
園こども園」の整備費用を昨年につづき社会
福祉法人イエス団愛之園保育園に国の補助
金とあわせて町が補助するものです。こども
園は 9 月末に完成予定です。

また、開園に向け保育士を事前に雇用し、
園児の交流保育や引継ぎ保育を行うための準
備費用についても補助するものです。

集団接種を行うための看護師、事務員の
会計年度任用職員の給料や、送迎用バス借
り上げ料、事務用品購入などの予算です。

みなべ町では、保健福祉センター（東本庄）
で 4 月 2 9 日（木）から新型コロナウイルス
ワクチン集団接種を開始します。

対象者は、原則みなべ町に住所を有する
1 6 歳以上の方（例外あり）で、約 10,800 人
の方が対象となります。

埴田医王寺避難道路の整備事業で、150 ｍ
分の測量設計業務委託料と道路（延長 500 ｍ、
幅員 9 ｍ）の用地費、物件補償費となります。

現在の埴田医王寺への避難路は、線路の下
を通過し、幅員も狭く、また山の斜面崩落の危
険性もあるため、新たに町道埴田線より、線路
トンネルの上を通過し、道路幅員も歩道付 9 ｍ
と広く安全に避難できる避難道路を建設します。

通年の商工振興事業に対する補助以外に、
プレミアム商品券発行事業として、商品券
発行に要する経費 400 万円に対して 2 分 1
の補助 200 万円の補助を行います。プレミ
アム率は 10％で、4,000 セットを夏頃に発行
する予定です。今後の新型コロナウイルス
の感染状況を鑑み、プレミアム率・発行部
数等について商工会と協議する予定です。

また、昨年大好評であった青年部主催の
スタンプラリーについても、引き続き 250
万円補助を行います。
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3月定例会のあらまし

継続新規

改修

継続

スポーツ観光

観光

産業

西本庄グラウンド改修事業 
1億 2,000 万円

御坊日高教育旅行誘致
協議会負担金155 万円

うめ振興館修繕費 500 万円

梅の機能性研究 525 万円

令和２年度開始の一期工事では、フットサ
ルやサッカー等、上南部こども園の園庭とし
ての利用も可能な照明付き人工芝の多目的運
動広場への改修中です。

令和３年度からの第二期工事では、夜間も
使用可能な人工芝のテニスコート３面の新設
整備を計画しています。また、テニスの壁当
てや３on ３の３人制のバスケットボールが出
来るエリアも整備します。

これにより４月から本格始動した総合型ス
ポーツクラブの活動拠点の一つになり、こど
もから大人までスポーツを通しての交流の場
として期待されます。

交流事業を増やし地域の活性化を図るた
め、日高管内の７市町の観光や商工関係、教
育旅行誘致団体などで組織する協議会を設
立し、日高地域の豊かな自然、日本一の梅や
紀州備長炭などの農林水産業や食文化、豊
富な体験メニューを提案し、地域資源を最大
限に活用しながら、地域が一体となって体験
交流型観光を推進します。

運営主体は、「紀州体験交流ゆめ倶楽部」
に委託し、受け入れ体制の強化、窓口一元
化による利便性や情報発信力の向上を活か
し、事業を展開していきます。

2 階展示室の梅データや、年表などを更新
します。また、３階玄関フロアに設置してい
る瓜谷石展示を移設し、来館されるお客様が
快適に利用していただくためのフリースペー
スを確保します。

また、梅の機能性ＰＲ動画を新たに制作（予
算 30 万円）し、2 階展示室内の梅博士のサ
イエンスシアターゾーンで放映します。 引き続き、美容と健康（老化防止）、梅と

認知症への効果を検証を研究します。これま
での研究結果から、シワやたるみなどの皮膚
の老化は、コラーゲンの減少が原因と言われ、
梅から抽出したエキスに皮膚老化予防効果が
認められたため、現在特許出願を行っています。

また、新型コロナウイルスを含む抗ウイル
ス作用検証も別枠の予算で実施しています。
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●介護保険条例の一部改正

3月定例会のあらまし

今回の主な条例改正の内容

●保健衛生事故調査会条例の制定 ●消防団員の定員・任免・服務
等に関する条例の一部改正

●町立公民館の設置及び管理等
に関する条例の一部改正

　みなべ町が実施した保健衛生事業により発
生した事故について、その事故の内容を把握
し、その原因及び責任の所在を明らかにする
とともに、適正かつ円滑な事故処理を図るた
め、みなべ町保健衛生調査会を設置します。
　新型コロナウイルスワクチンの集団接種に
向けて、万一の事故の場合には調査会が必要
となるためです。

⑴予防接種事業
⑵母子保健事業
⑶健康増進事業
⑷特定健康診査及び特定保健指導に係る

事業
⑸前各号に係る事業のほか、町長が必要

と認める事業

　近年の生活環境多様化に柔軟に対応
し、さらなる消防団員の確保のための
体制づくりをするために、休団につい
ての制度設計を行います。

　公民館の開館、閉館及び使用許可に
ついての権限を非常勤の館長から教育
委員会に改めるものです。使用許可の
申請の流れについては、今までと変わ
りはありません。

※また今回、この他にも「デイサービスセンターの設置及び管理に関する条例」、「国民
健康保険税条例」の一部を改正し、特に「学童保育所設置条例」では、新たに上南部小学
校内に第二学童保育所（定員 50 名）が、増設される事になりました。

　令和３年度から令和５年度までの、第８期の介護保険料率を改定するために条例の一部
を改正するものです。
　この結果、保険料基準額（月額）が 7,700 円から 6,975 円に減額されます。

介護保険料
段階

第７期
介護保険料

（平成30年度～令和２年度）

第８期
介護保険料

（令和3年度～令和５年度）

第１段階 46,200 41,850

第２段階 69,300 62,775

第３段階 69,300 62,775

第４段階 83,160 75,330

第５段階 92,400 83,700

介護保険料
段階

第７期
介護保険料

（平成30年度～令和２年度）

第８期
介護保険料

（令和3年度～令和５年度）

第 6段階 110,880 100,440

第 7段階 120,120 108,810

第 8段階 138,600 125,550

第 9段階 157,080 142,290

7,700 円 → 6,975 円に減額
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3月定例会のあらまし

産
業
課

商
工
総
務
費　

補
助
金

　

商
工
会
（
１
，８
０
０
万
円
）

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
実

施
時
期
は
。

　
　

商
品
券
の
有
効
期
限
が

６
ヶ
月
で
、
梅
の
農
繁
期
以
降

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

建
設
課

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
費

町
道
舗
装
修
繕
工
事
費

（
２
，
０
０
０
万
円
）

　
　

社
会
資
本
整
備
総
合
事
業

に
お
い
て
、
舗
装
修
繕
に
対
す

る
条
件
と
は
。

　
　

ひ
び
割
れ
率
４０
％
以
上
が

補
助
対
象
と
い
う
こ
と
で
、
町

道
58
路
線
の
路
面
調
査
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
、
こ
の
事
業
を
利

用
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

一
般
会
計
予
算

健
康
長
寿
課

成
人
保
健
事
業
費　

報
償
費

記
念
品　
（
２５
万
円
）

　
　

ミ
ニ
ド
ッ
ク
健
診
時
の
み

す
き
ぃ
ポ
イ
ン
ト
加
算
を
記
念

品
に
変
え
る
理
由
は
。
ま
た
品

物
は
。

　
　

引
換
率
が
７０
％
程
度
の
た

め
、
同
等
額
（
１
５
０
円
）
の

品
物
、
今
の
時
期
で
は
感
染
予

防
対
策
的
な
も
の
、
マ
ス
ク
等

を
考
え
て
い
ま
す
。

道
路
橋
梁
維
持
費

街
路
樹
管
理
委
託
料　

（
７
２
０
万
円
）

　
　

街
路
樹
が
大
木
で
あ
る
た

め
、
根
が
歩
道
を
痛
め
た
り
台

風
時
の
危
険
性
も
あ
る
。
景
観

的
に
は
緑
が
必
要
。

　

背
の
低
い
樹
木
に
変
え
て
み

て
は
。

　
　

街
路
樹
に
つ
い
て
は
当
初

か
ら
の
計
画
で
、
幹
線
的
な
道

路
に
お
い
て
緑
の
空
間
と
い
う

の
は
、
極
力
残
し
た
い
考
え
で

す
。
影
響
が
あ
る
の
も
事
実
な

た
め
、
今
後
造
園
業
者
と
も
相

談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

Q

Q Q

Q

A

A

A

A

Ｑ
＆
Ａ
編

主
な
議
案
質
疑

抜粋

て
の
町
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
基
づ
い
て
、
ま
た
実
施
済
み

の
状
況
を
見
な
が
ら
後
期
の
計

画
を
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

防
災
対
策
費

土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
工

事
（
８
５
０
万
円
）

　
　

施
設
の
規
模
、
活
用
の
仕

方
は
。

　
　

３
ｍ
×
３
ｍ
の
砂
利
置
き

総
務
課

国
民
宿
舎
整
備
基
金
費

積
立
金　
（
２
，
５
０
０
万
円
）

　
　

築
５０
年
ぐ
ら
い
に
な
る

が
、
ど
う
い
う
目
的
の
基
金
な

の
か
。

　
　

将
来
に
向
け
て
の
全
部
建

て
替
用
で
は
な
く
、
補
修
工
や

改
装
工
に
対
し
て
の
ス
ト
ッ
ク

と
し
て
の
積
立
て
で
す
。

企
画
総
務
費

長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

策
定
委
託
料　
（
６
０
０
万
円
）

　
　

前
期
と
後
期
の
計
画
で
大

き
な
違
い
が
あ
る
の
か
。

　
　

平
成
２９
年
３
月
に
第
２
次

み
な
べ
町
長
期
総
合
計
画
を
立

て
、
基
本
構
想
は
１０
年
間
で
、

基
本
計
画
は
５
年
間
の
ス
パ
ン

で
立
て
て
い
ま
す
。
令
和
４
年

か
ら
令
和
８
年
ま
で
の
５
年
間

の
後
期
計
画
を
立
て
る
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

前
期
の
計
画
は
令
和
３
年
度

ま
で
で
、
令
和
２
年
度
に
お
い

QA

AA QQ

【みなべ町長期総合計画基本構想】
海・山・川の恵みの中で人が輝く快適なまち

○緑豊かで快適なまち　　　
○永く住みたい魅力あるまち
○便利・安心・安全なまち　
○町民参画と官民協働のまち
○うめ世界一の元気なまち　

みなべ町議会だよりP7



3月定例会のあらまし

千
里
王
子
跡
周
辺
測
量
業
務
委

託
料
（
３
４
５
万
円
）

　
　

千
里
王
子
跡
周
辺
測
量
業

務
の
内
容
と
流
れ
は
。

　
　

今
回
の
測
量
は
国
の
文
化

遺
産
指
定
に
向
け
た
資
料
作
成

の
た
め
に
行
い
ま
す
。
４
月
に

入
っ
て
か
ら
入
札
に
な
り
ま

す
。

　

今
後
、
県
が
海
南
、
湯
浅
、

日
高
、
印
南
、
み
な
べ
町
の
５

か
所
の
王
子
跡
を
一
括
し
て
申

請
し
ま
す
。
未
来
に
向
け
た
世

界
遺
産
登
録
の
準
備
と
な
り
ま

す
。う

め
課

梅
機
能
性
Ｐ
Ｒ
動
画
制
作
委
託

料
（
３０
万
円
）

　　
　

Ｐ
Ｒ
動
画
の
制
作
と
活
用

場
、
２5
㎡
程
度
の
平
屋
建
て
鉄

骨
倉
庫
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

倉
庫
に
は
、
土
の
う
の
他
、

バ
リ
ケ
ー
ド
等
の
災
害
時
に
必

要
な
備
品
を
保
管
し
て
お
く
予

定
で
、
有
事
の
際
に
は
町
職
員

等
が
迅
速
に
対
応
が
で
き
る
よ

う
計
画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。教

育
学
習
課

在
宅
育
児
支
援
事
業
補
助
金

（
６
０
４
万
円
）

　
　

在
宅
育
児
支
援
事
業
は
ど

う
い
う
内
容
の
事
業
な
の
か
。

　
　

保
育
所
等
を
利
用
し
て
い

な
い
、
第
2
子
、
第
3
子
（
第

2
子
は
所
得
要
件
あ
り
）
の
お

子
さ
ん
で
、
か
つ
育
児
休
業
給

付
金
を
受
給
し
て
い
な
い
、
生

後
２
か
月
を
超
え
１
歳
に
満
た

な
い
お
子
さ
ん
に
対
す
る
補
助

事
業
で
す
。
支
給
額
は
県
と
町

と
で
月
額
３
万
円
に
な
り
ま

す
。

の
仕
方
は
。

　
　

県
立
医
大
の
宇
都
宮
先
生

の
監
修
の
も
と
制
作
し
、
差
し

支
え
の
な
い
範
囲
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
ア
ッ
プ

を
考
え
て
い
ま
す
。

災
害
備
蓄
用
梅
干
寄
託
料

（
７０
万
円
）

　　
　

現
在
の
東
京
各
区
の
実
績

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
今

後
の
開
拓
は
。

　
　

現
在
、
東
京
23
区
の
う
ち

12
区
に
納
品
し
て
い
ま
す
。
令

和
３
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
の
状
況

が
収
ま
り
次
第
、
町
長
と
共
に

新
た
な
区
に
広
げ
て
行
き
ま

す
。

特
別
会
計

公
共
下
水
道
事
業

下
水
道
法
適
用
支
援
業
務
委
託

料
（
２
，
２
９
０
万
円
）

　
　

企
業
会
計
へ
移
っ
て
い
く

上
で
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。
利

用
料
金
等
へ
の
影
響
が
な
い
の

か
。

　
　

第
一
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
公

営
企
業
会
計
に
移
れ
ば
、
財
産

等
を
明
ら
か
に
し
て
、
借
り
入

れ
、
減
価
償
却
等
の
状
況
が
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
、
経
営
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
利
用
料
金
を

上
げ
る
状
況
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
経
営
が
難
し
い
状

況
に
な
れ
ば
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

阪
神
甲
子
園
球
場
南
高
梅
Ｐ
Ｒ

費
（
２
３
０
万
円
）

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
甲
子
園
で

の
南
高
梅
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
は

ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。

　
　

７
月
頃
、
始
球
式
、
梅
干

し
の
贈
呈
、
個
包
装
の
梅
干
し

配
布
な
ど
を
行
う
計
画
で
す
。

　

始
球
式
は
、
町
長
の
み
が
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
入
っ
て
行
い
、
梅

干
し
贈
呈
は
贈
呈
の
人
だ
け
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

甲
子
園
で
の
Ｐ
Ｒ
は
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
感
染
予
防
を
し
た
中
で
実

施
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

Q

Q

Q

Q

QQ A

A A

A

A

A
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2
月
2
日 

県
議
長
会
臨
時
総
会
（
議
長
）

2
月
3
日 

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
壮
行
会
（
議
長
）

2
月
12
日 

広
報
委
員
会

2
月
15
日 

全
員
協
議
会

2
月
16
日 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定

例
会
（
議
長
）

2
月
18
日 

議
長
・
副
議
長
・
事
務
局
長
研
修

2
月
19
日 

田
辺
周
辺
衛
生
施
設
組
合
議
会
定
例

会
（
山
本
議
員
、
真
造
議
員
、
出
口

議
員
）、
紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合

定
例
会
（
正
副
議
長
）、
紀
南
環
境

広
域
施
設
組
合
例
月
出
納
検
査
（
議

長
）

2
月
24
日 

会
計
例
月
監
査
（
下
村
議
員
）、
紀

南
病
院
組
合
議
会
定
例
会
（
正
副
議

長
）、
田
辺
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組

合
議
会
定
例
会
（
正
副
議
長
）

2
月
26
日 

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会
、

田
辺
周
辺
衛
生
施
設
組
合
議
会
例
月

出
納
検
査
（
出
口
議
員
）

3
月
2
日 

御
坊
日
高
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合

議
会
（
谷
本
議
員
）、
日
高
広
域
消

防
医
務
組
合
議
会
定
例
会
（
井
口
議

員
）、
郡
議
長
会
臨
時
総
会
（
議
長
）

3
月
4
日 

令
和
3
年
第
1
回
定
例
会
開
会

3
月
5
日 

紀
南
病
院
予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
副
議
長
）

3
月
18
日 

令
和
3
年
第
1
回
定
例
会
閉
会

3
月
25
日 

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合
例
月
出
納

検
査
（
議
長
）

3
月
26
日 

会
計
例
月
監
査
（
下
村
議
員
）、
田

辺
周
辺
衛
生
施
設
組
合
議
会
例
月
出

納
検
査
（
出
口
議
員
）、
紀
南
病
院

組
合
議
会
定
例
会
（
正
副
議
長
）

一 般 質 問
7人の議員が登壇

議
会
の
動
き

町
政
の

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

登壇順で掲載しています。
ページ 質問者と質問内容

P

10
宮﨑　繁幸　議員
①憩いの家「二子の里」の移転と避難所・避難道の計画

P

11
出口　晴夫　議員
①岩代駅を新たな魅力ある地域の拠点施設に

P

12
真造　賢二　議員
①電気自動車用急速充電設備の設置を
②フイルムコミッションの推進を

P

13
下村　勤　議員
①不在となっている副町長の選任を
②少子化が進む中での学校統合について

P

14

池田　三千留　議員
①みなべ町防災訓練（2021）計画を聞く
②女性管理職・育児休業取得率からジェンダー平等への取り組みを聞く
③新型コロナワクチン集団接種

P

15
天野　仁　議員
①南部幼稚園跡を図書館と公民館用に

P

16
玉井　伸幸　議員
①ワクチン接種の計画と課題について

みなべ町議会だよりP9



一般質問

宮
みや

﨑
ざき

繁
しげ

幸
ゆき

 議員

質問 憩いの家「二子の里」の移転と避難所・避難道の計画
答弁 高台移転に向けて早急な計画案を立ち上げていきたい

防　災

質
問　

平
成
３０
年
度
に
耐

震
性
の
問
題
等
で
、
一
部

利
用
停
止
。
閉
館
の
心
配

が
さ
れ
た
が
、
利
用
者
か

ら
の
要
望
や
高
齢
者
の

方
々
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
も
繋
が
る
施
設

で
あ
る
と
し
て
、
補
強
工

事
が
行
わ
れ
た
老
人
憩
い

の
家
「
二
子
の
里
」
に
つ

い
て
答
弁
を
頂
き
た
い
。

　

当
時
、
議
員
か
ら
質
問

の
中
で
、
福
祉
施
設
「
二

子
の
里
」
が
移
転
、
ま
た

は
補
強
工
事
が
な
さ
れ
た

後
、
堺
地
区
の
避
難
所
と

し
て
活
用
で
き
な
い
か
と

言
う
質
問
に
対
し
、
町
長

は
立
地
条
件
や
老
朽
化
に

よ
る
耐
震
性
を
見
た
時
、

移
転
計
画
方
面
で
考
え
て

行
き
た
い
と
答
弁
さ
れ
た
。

あ
れ
か
ら
４
年
が
た
ち
、

ど
の
程
度
ま
で
計
画
さ
れ

て
い
る
の
か
聞
い
て
み
た

い
。

町
長　
「
二
子
の
里
」
は

改
修
工
事
済
み
で
あ
る
が
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

よ
る
危
険
区
域
と
い
う
事

で
、
高
台
移
転
の
方
向
で

計
画
。ま
た
福
祉
施
設「
二

子
の
里
」
は
温
泉
施
設
も

兼
ね
て
お
り
、
一
時
的
な

温
泉
付
き
避
難
所
と
し
て

も
考
え
、
計
画
と
し
て
は

施
設
の
規
模
や
避
難
道
の

問
題
を
含
め
高
台
移
転
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
て
い
る
。
候
補
地

問
題
や
そ
の
他
は
、
デ
リ

ケ
ー
ト
な
部
分
も
含
ま
れ

て
い
る
。
交
渉
経
過
を
踏

ま
え
、
決
ま
っ
た
段
階
で

予
算
化
を
進
め
て
い
き
た

い
。

再
質
問　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
と

い
う
事
で
、
こ
れ
か
ら
よ

り
早
急
な
計
画
を
お
願
い

し
た
い
。
今
回
は
町
長
の

答
弁
に
対
し
て
の

後
押
し
の
意
味
で

の
質
問
で
あ
る
が
、

早
急
な
計
画
を
お

願
い
す
る
の
は
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。

先
頃
の
コ
ロ
ナ
問

題
で
あ
る
。

　

感
染
対
策
と
し

て
国
や
県
の
方
針
は
３
密

を
防
ぐ
事
が
叫
ば
れ
て
い

る
。
今
回
、
避
難
所
と
し

て
計
画
さ
れ
る
事
は
、
コ

ロ
ナ
対
策
や
大
規
模
な
自

然
災
害
の
事
前
対
策
に
も

つ
な
が
り
必
ず
必
要
。

　

今
、
み
な
べ
町
に
お
い

て
避
難
所
や
避
難
場
所
は

大
小
あ
る
が
、
特
に
堺
地

区
に
お
い
て
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
も
聞
い
て
い

る
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
成
さ
れ
ば
、
課
題
は
少

な
か
ら
ず
解
消
に
向
け
る

は
ず
。
更
に
強
く
も
う
一

度
、
早
急
な
計
画
を
実
現

に
む
け
て
お
願
い
し
た
い
。

町
長　

３
密
に
お
い
て
町

内
の
避
難
所
に
つ
い
て
も
、

洗
い
直
し
て
い
る
。
避
難

は
地
理
的
に
も
近
場
を
考

え
て
は
い
る
が
、
若
干
遠

く
の
場
所
も
利
用
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

も
思
う
。

　

ま
た
、
質
問
の
「
二
子

の
里
」
に
つ
い
て
は
該
当

す
る
国
・
県
補
助
金
も
難

し
い
。
方
向
的
に
は
憩
い

の
家
で
は
な
く
、
避
難
所

と
し
て
緊
急
防
災
対
策
債

で
対
応
し
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
含
め
皆
様
の
思
い

を
、
一
日
で
も
早
く
進
め

た
い
。

再
々
質
問　

素
晴
ら
し
い

「
二
子
の
里
」
が
、
完
成

さ
れ
た
と
し
て
質
問
し
た

い
。
１２
月
議
会
に
お
い
て
、

町
長
は
堺
地
区
の
避
難
道

路
を
堺
ル
ー
ト
と
言
わ
れ

た
が
、
内
容
は
堺
・
埴
田

か
ら
小
山
田
の
避
難
道
路

は
別
々
に
考
え
て
い
る
と

の
事
。
今
回
、
再
々
質
問

と
し
て
あ
え
て
聞
き
た
い
。

　

堺
地
区
の
避
難
所
指
定

に
な
る
「
二
子
の
里
」
ま

で
の
避
難
道
路
は
大
丈
夫

な
の
か
。
後
５
年
と
言
わ

れ
る
国
土
強
靭
化
計
画
を

利
用
し
な
が
ら
町
の
事
前

復
興
計
画
に
載
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

町
長　
「
二
子
の
里
」
を

高
台
に
移
転
す
れ
ば
、
進

入
路
を
考
え
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
、
４
ヶ
所
く
ら
い
候

補
地
と
し
て
考
え
て
い
る

が
、
現
在
の
避
難
道
で
あ

る
寺
の
横
道
に
つ
い
て
も

若
干
距
離
が
あ
り
、
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
。

　

国
土
強
靭
化
計
画
は
５

年
で
あ
る
が
、
地
元
の
安

全
の
た
め
、
早
急
な
計
画

を
進
め
な
が
ら
、
有
効
な

施
設
に
し
て
い
き
た
い
。

▲上から見た憩いの家「二子の里」

▲憩いの家「二子の里」

みなべ町議会だより P10



一般質問

質問 岩代駅を新たな魅力ある地域の拠点施設に
答弁 まずは財源、活用方法等の情報収集を行う

地　域 出
で

口
ぐち

晴
はる

夫
お

 議員

町
村
へ
の
譲
渡
以
外
の
こ

う
し
た
取
組
み
を
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
で
も
実
施
で
き
な

い
の
か
等
、
よ
り
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
方
法
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

教
育
長　

地
域
住
民
の

強
い
熱
意
に
押
さ
れ
る
形

で
鉄
道
会
社
が
補
強
工
事

を
行
い
、
住
民
で
つ
く
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
駅
舎
内
の

待
合
室
な
ど
を
改
装
し
て
、

カ
フ
ェ
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

設
け
、
地
域
住
民
の
交
流

の
場
と
し
て
整
備
し
運
営

に
当
た
り
、
自
治
体
が
改

装
費
を
補
助
し
た
と
こ
ろ

も
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
化
が
進
む

各
駅
舎

質
問　

い
ま
、
Ｊ
Ｒ
で
は
、

経
営
コ
ス
ト
の
削
減
や
安

全
性
を
高
め
る
た
め
に
駅

舎
の
無
人
化
、
コ
ン
パ
ク

ト
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

岩
代
駅
は
、
地
区
の
子

供
た
ち
が
毎
日
の
通
学
の

た
め
に
利
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
必
要
不
可
欠
な

駅
で
す
。
も
し
、
駅
舎
が

コ
ン
パ
ク
ト
化
さ
れ
れ
ば
、

雨
天
時
の
通
学
等
に
支
障

を
来
す
こ
と
は
確
実
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
Ｊ
Ｒ
で

は
希
望
す
る
地
元
の
自
治

体
に
駅
舎
を
無
償
提
供
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

　

み
な
べ
町
も
、
新
た
な

魅
力
あ
る
地
域
の
拠
点
施

設
と
し
て
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
し
、
中
高
生
の
通

学
の
防
犯
・
安
全
性
の
確

保
、
魅
力
あ
る
住
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
、
ま
た
観

光
客
へ
の
休
憩
所
、
情
報

提
供
の
場
と
し
て
有
効
活

用
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

が
。

町
長　

駅
舎
を
地
域
の
拠

点
施
設
と
な
る
よ
う
有
効

活
用
と
の
提
案
で
す
が
、

近
隣
市
町
村
の
各
駅
舎
が
、

そ
の
状
況
に
至
っ
た
背
景
、

経
過
、
財
源
、
活
用
方
法

と
そ
の
後
の
住
民
評
価
等

の
情
報
収
集
を
、
ま
ず
は

行
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

岩
代
駅
は
、
今

後
も
利
用
者
数
が
少
な
く

て
も
、
通
学
時
の
交
通
手

段
と
し
て
必
要
な
駅
で

す
。
岩
代
地
区
の
皆
様
の

意
見
を
尊
重
し
つ
つ
、
駅

舎
の
耐
震
化
の
問
題
や
改

修
に
係
る
費
用
対
効
果
等
、

様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
み
な

べ
町
全
体
の
将
来
的
な
計

画
・
構
想
の
下
、
引
き
続

き
通
学
路
の
安
全
対
策
や

通
学
時
の
交
通
費
助
成
等
、

必
要
な
部
分
に
つ
い
て
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

世
界
遺
産
追
加
登
録
で

起
点
の
各
駅
舎
の
価
値

が
高
ま
る

再
質
問　

今
後
、
千
里
王

子
地
区
が
世
界
遺
産
へ
の

追
加
登
録
が
さ
れ
れ
ば
、

そ
の
起
点
と
な
る
Ｊ
Ｒ
岩

代
駅
と
南
部
駅
は
熊
野
古

道
観
光
を
推
進
す
る
上
で

大
き
な
価
値
を
持
つ
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

将
来
に
備
え
て
駅
舎
を

改
装
し
、
観
光
客
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
駅
舎
に
整
備

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
。

町
長　

町
の
玄
関
口
で
も

あ
り
、
ま
た
千
里
王
子
周

辺
を
世
界
遺
産
に
追
加
登

録
を
お
願
い
す
る
た
め
に
、

測
量
の
部
分
で
本
年
度
予

算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

熊
野
古
道
で
唯
一
海
岸

線
を
通
る
魅
力
あ
る

場
所
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
こ
と
を
十
分
に

考
え
た
上
で
、
岩
代

駅
、
南
部
駅
の
今
後

の
改
装
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

再
々
質
問　

先
日
、

岩
代
地
区
で
未
来
の

魅
力
あ
る
岩
代
駅
を

目
指
す
た
め
の
検
討

会
を
開
き
ま
し
た
。
今
後
、

協
議
会
設
立
の
準
備
を
進

め
る
こ
と
や
、
新
た
な
岩

代
駅
の
改
装
に
向
け
て
ど

の
よ
う
な
施
設
が
必
要
な

の
か
、
岩
代
区
民
の
皆
さ

ん
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
今
後
は
、

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、

ま
た
町
職
員
と
も
協
議
し

な
が
ら
、
町
長
・
教
育
長

の
決
断
を
お
願
い
し
た
い
。

町
長　

地
域
で
の
盛
り
上

が
り
や
熱
意
が
醸
成
さ
れ

る
こ
と
は
と
て
も
好
ま
し

い
こ
と
で
す
。
将
来
的
に

地
域
活
性
化
の
た
め
に
は
、

ど
う
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ

の
仕
方
が
良
い
の
か
、
市

▲コンパクト化された駅舎

▲駅舎を地域のコミュニティー施設に改装した例
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一般質問

環　境

質問 電気自動車用急速充電設備の設置を
答弁 うめ振興館や国民宿舎への設置を検討

真
しん

造
ぞう

賢
けん

二
じ

 議員

質
問　

地
球
温
暖
化
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
る
た
め
の

脱
炭
素
社
会
の
実
現
は
、

世
界
の
一
致
し
た
目
標
で

す
。
日
本
政
府
も
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
本
気
で
取

り
組
み
始
め
て
い
ま
す
。

電
気
自
動
車
は
、
そ
の
実

現
の
有
効
な
手
段
の
一
つ

と
し
て
各
国
が
実
用
化
に

力
を
入
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
保
有
台
数
は

２
０
１
４
年
の
５
万
台
か

ら
２
０
１
９
年
の
１２
万
台

と
飛
躍
的
に
伸
び
て
き
ま

し
た
。
将
来
的
に
は
全
て

電
気
自
動
車
に
置
き
換
わ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
の
急
速

充
電
設
備
は
２
０
２
０
年

時
点
で
、
７
，
８
６
６
ヶ

所
し
か
な
く
、
圧
倒
的
に

少
な
い
状
況
で
す
。

　

経
産
省
の
「
充
電
イ
ン

フ
ラ
整
備
補
助
金
」
を
用

い
て
、「
う
め
振
興
館
」

に
急
速
充
電
設
備
を
設
置

し
ま
せ
ん
か
。
上
限
は

３
０
０
万
円
、
補
助
率
は

１
０
０
％
で
す
。

　

充
電
設
備
の
設
置
は
、

電
気
自
動
車
の
所
有
者
の

利
便
性
を
高
め
、
来
町
、

観
光
の
大
き
な
動
機
付
け

に
な
る
は
ず
で
す
。
ま
た

町
が
脱
炭
素
社
会
実
現
に

舵
を
切
っ
て
い
く
こ
と
は
、

時
代
の
潮
流
に
沿
っ
た
方

向
性
だ
と
考
え
ま
す
。

町
長　

町
内
の
充
電
設
備

の
状
況
は
、
徳
蔵
の
コ
ン

ビ
ニ
に
急
速
充
電
器
が
１

台
、
山
内
の
ホ
テ
ル
に
普

通
充
電
器
が
２
台
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

田
辺
市
で
は
道

の
駅
、
大
型
小

売
店
、
宿
泊
施

設
等
の
26
ヶ
所

に
急
速
充
電
器

が
13
台
、
普
通

充
電
器
が
19
台

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
印

南
町
で
は
高
速
Ｓ
Ａ
の
上

下
線
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
、
ゴ
ル
フ
場
に
急
速
充

電
器
４
台
、
普
通
充
電
器

が
２
台
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
補
助
金
を
調
べ
て

み
ま
す
と
、
上
限
が
あ
り
、

実
際
の
購
入
費
用
、
工
事

費
用
と
補
助
額
を
比
較
す

る
と
50
％
を
切
っ
て
お
り
、

町
の
負
担
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

う
め
振
興
館
に
設
置
の

必
要
性
が
ど
れ
だ
け
あ
る

の
か
、
な
け
れ
ば
敬
遠
さ

れ
る
も
の
な
の
か
、
電
気

自
動
車
の
来
館
状
況
を

デ
ー
タ
化
し
た
う
え
で
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。
ま

た
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
脱

炭
素
化
社
会
の
実
現
に
向

け
た
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、

民
間
に
先
駆
け
景
気
づ
け

と
い
う
意
味
で
町
立
の
施

設
に
１
台
あ
っ
て
も
良
い

と
考
え
ま
す
。
ま
た
国
民

宿
舎
へ
の
設
置
も
検
討
し

て
み
ま
す
。

質
問　

自
治
体
が
主
体
と

な
っ
た
一
般
的
な
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
町

の
負
担
が
大
き
く
、
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
既
存
の
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
運
営
し

て
い
る
民
間
法
人
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
プ
ロ
の
視
点

で
町
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
調

査
し
、
町
の
強
み
を
掘
り

起
こ
し
て
発
信
す
る
こ
と

で
様
々
な
ロ
ケ
誘
致
に
繋

が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の

方
法
な
ら
、
す
ぐ
に
で
も

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

映
像
制
作
会
社
か
ら
声

が
掛
か
る
の
を
待
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
町
か
ら

積
極
的
に
映
像
コ
ン
テ
ン

ツ
を
発
信
し
ま
せ
ん
か
。

町
長　

町
は
平
成
18
年
設

立
の
県
観
光
連
盟
・
和
歌

山
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
推
進
委
員
会
に
加
盟
し
、

町
内
の
ロ
ケ
地
候
補
24
ヶ

所
提
案
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
そ
の
連
携
を
密
に

し
つ
つ
、
観
光
協
会
の
協

力
の
下
、
画
像
や
映
像
を

Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
発
信

し
て
い
く
考
え
で
す
。
民

間
事
業
者
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
は
現
時
点
で
は
、
検
討

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問…

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
推
進
を

答
弁…

和
歌
山
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
連
携
で

地
域
活
性
化

し
て
い
ま
す
。
熟
慮
に
熟

慮
を
重
ね
適
任
者
が
い
た

「フィルムコミッション」とは、映画やテレビドラ
マ、CM などのロケーションを誘致し、撮影がスム
ーズに進行するようサポートする非営利団体のこ
と。多くは自治体が中心となって組織化している。
ロケーションされた映画やドラマを通じて、地域
の知名度や地域愛着度を向上させ、観光客の増加
に繋げようとするもの。直接的・間接的な経済効
果が見込め、地域活性化策の一つとして注目され
ており、多くの地方自治体が取り組み始めている。

場
合
に
は
選
任
を
し
た
く

思
い
ま
す
。
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一般質問

下
しも

村
むら

　 勤
つとむ

 議員行　政

質問 不在となっている副町長の選任を
答弁 災害時等、必要性を痛感している

副
町
長
不
在
か
ら

一
年
が
経
過

質
問　

昨
年
３
月
末
に
体

調
を
崩
さ
れ
、
辞
任
さ
れ

て
一
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
選
任
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

　

町
の
危
機
管
理
上
か
ら

も
、
司
令
塔
が
一
つ
で
良

い
の
で
す
か
。

町
長　

昨
年
４
月
よ
り
副

町
長
空
席
で
、
各
種
団
体

の
皆
様
や
各
関
係
機
関
と

の
調
整
等
に
つ
い
て
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い

ま
す
。
町
の
危
機
管
理
上
、

災
害
時
の
対
策
本
部
長
と

し
て
も
、
必
要
性
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。
熟
慮
に
熟

慮
を
重
ね
適
任
者
が
い
た

え
て
い
ま
す
か
。

町
長　

ク
ラ
ブ
を
充
実
さ

せ
た
い
と
言
っ
た
子
供
た

ち
の
声
を
多
く
聞
い
て
い

ま
す
。
町
内
の
学
区
制
廃

止
な
ど
も
含
め
、
総
合
教

育
会
議
で
検
討
を
し
て
い

き
ま
す
。

教
育
長　

小
学
校
に
つ
い

て
今
は
考
え
て
は
い
ま
せ

ん
。
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

高
城
中
学
校
と
上
南
部
中

学
校
の
統
合
を
想
定
す
る

と
、
今
の
小
学
校
１
年
生

が
中
学
校
に
入
る
ま
で
は

当
面
２
ク
ラ
ス
を
維
持
で

き
る
と
い
う
状
況
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

統
合
に
よ
っ
て
、
人
間

関
係
の
固
定
化
改
善
や
部

活
動
の
選
択
肢
増
、
ま
た

切
磋
琢
磨
で
き
る
良
さ
が

あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
小
規
模
校
は

細
や
か
で
行
き
届
い
た
対

応
が
で
き
、
落
ち
着
い
た

環
境
の
中
で
学
習
で
き
る

と
い
っ
た
良
さ
が
あ
る
こ

と
も
留
意
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

統
合
が
必
要
か
は
、
保

護
者
や
地
域
の
声
を
聞
き

町
の
総
合
教
育
会
議
で
議

論
し
方
向
性
を
見
出
し
て

い
き
ま
す
。

再
質
問　

将
来
統
合
と
な

れ
ば
学
校
用
地
の
確
保
や

環
境
整
備
な
ど
考
え
る
と
、

１０
年
ス
パ
ン
で
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
が
。

教
育
長　

仮
に
上
南
部
中

学
校
と
高
城
中
学
校
が
統

合
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
た

場
合
、
現
上
南
部
中
学
校

を
例
に
と
っ
て
み
ま
す
と
、

こ
の
学
校
は
２
ク
ラ
ス
ず

つ
の
想
定
し
た
学
校
の
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
仮

に
校
舎
の
環
境
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
町
内
２
中

で
あ
れ
ば
そ
う
い
う
こ
と

も
可
能
で
あ
る
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
い
ま
す
。　

急
速
に
進
む
少
子
化
と

長
期
的
に
見
た
学
校
統

合
の
考
え
は

質
問　

今
年
度
小
学
校
入

学
予
定
者
は
１
０
４
人
で
、

小
学
生
総
数
で
５
９
６
人

に
な
り
ま
す
。
統
計
で
は
、

新
入
生
は
毎
年
１０
人
位
が

減
少
と
な
り
ま
す
。

　

小
学
校
の
統
合
に
つ
い

て
学
校
は
、
地
域
の
活
動

拠
点
で
も
あ
り
統
合
に
つ

い
て
は
、
食
い
止
め
る
べ

き
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
校
に
つ
い
て
は
、

生
徒
間
の
良
い
意
味
で
の

競
争
心
が
付
い
て
く
る
こ

と
や
、
ク
ラ
ブ
の
選
択
肢

が
広
ま
っ
て
き
ま
す
。
周

辺
の
町
で
は
一
町
一
校
で

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

本
町
で
は
ど
の
よ
う
に
考

場
合
に
は
選
任
を
し
た
く

思
い
ま
す
。

質
問…

少
子
化
が
進
む
中
で
の
学
校
統

合
に
つ
い
て

答
弁…

学
区
制
廃
止
な
ど
含
め
総
合
教

育
会
議
で
検
討
し
て
い
く

教　育

高城中学校 南部中学校

上南部中学校
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一般質問

質問 みなべ町防災訓練（2021）計画を聞く
答弁 コロナ禍の収束状況を見ながら

自主防災会と連携し進める

防　災

質
問　

今
日
3
月
１１
日
は

東
日
本
大
震
災
と
東
京
電

力
福
島
第
一
原
発
事
故
か

ら
ち
ょ
う
ど
10
年
を
迎
え

ま
す
。
災
害
や
風
水
害
な

ど
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
防
災

へ
の
関
心
や
不
安
を
持
っ

て
い
る
町
民
の
声
は
常
に

あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

禍
で
の
２
０
２
１
年
み
な

べ
町
防
災
訓
練
の
計
画
は
。

町
長　

ま
ず
は
避
難
所
運

営
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
を

3
月
21
日
に
し
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
11
月
7
日
に
町

内
一
斉
防
災
訓
練
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
や
コ
ロ
ナ
の
そ
の
後

の
状
況
で
防
災
訓
練
の
検

討
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

質
問　

コ
ロ
ナ
禍
の
避
難

所
で
重
要
性
が
認
識
さ
れ

て
い
る
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

や
パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ョ
ン
を

実
際
に
組
み
立
て
る
、
体

験
を
訓
練
に
取
り
入
れ
る

提
案
と
、
女
性
視
点
で
の

避
難
所
運
営
リ
ー
ダ
ー
養

成
や
、
行
政
と
自
主
防
災

会
の
連
携
の
強
化
、
早
期

の
計
画
、
実
行
性
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長　

現
在
、
町
内
の
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
等
の
備
蓄

は
35
セ
ッ
ト
で
す
。（
津

波
避
難
セ
ン
タ
ー
１０
、
南

部
公
民
館
１０
、
高
城
公
民

館
5
、
清
川
公
民
館
５
、

役
場
５
〕

１
０
，
６
８
４
枚
の
段

ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ョ

ン
と
、
天
井
の
な
い
テ
ン

ト
型
パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ョ
ン

（
県
よ
り
支
給
）
の
備
蓄

状
況
で
す
。

　

ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
養
成

研
修
の
部
分
で
、
現
在
女

性
の
役
割
は
非
常
に
大
き

く
、
研
修
参
加
の
調
整
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

地
元
の
自
主
防
災
会
の

方
々
の
お
力
を
お
借
り
し

質
問　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は

一
般
的
に
は
社
会
的
・
文

化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
差

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
律
や
制
度
上
で
一
見
男

女
平
等
と
な
っ
た
よ
う
に

見
え
る
社
会
に
お
い
て
も

女
性
の
社
会
的
地
位
は
低

い
ま
ま
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
町

管
理
職
へ
の
女
性
起
用
と
、

男
性
職
員
の
育
児
休
業
取

得
率
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。
ま
た
、
育
休
取
得

に
よ
る
業
務
へ
の
影
響
が

あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
長　

管
理
職
46
人
中
、

女
性
は
14
人
。
女
性
課
長

の
登
用
に
は
数
年
前
か
ら

て
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
だ
け

で
な
く
行
政
も
一
緒
に

な
っ
て
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
、
本

人
と
も
話
し
を
し
て
い
ま

す
が
現
在
課
長
は
い
ま
せ

ん
。
決
し
て
女
性
課
長
を

登
用
し
な
い
と
い
う
考
え

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
リ

バ
リ
や
っ
て
い
た
だ
け
る

方
は
男
女
問
わ
ず
登
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

育
児
休
業
取
得
率
は
、

現
在
0
％
。
過
去
に
も
取

得
歴
は
あ
り
ま
せ
ん
。
取

り
に
く
い
環
境
な
の
か
意

見
を
聞
き
、
調
査
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

育
児
休
業
を
取
ら
れ
た

際
、
臨
時
職
員
で
対
応
し

て
い
る
の
で
職
場
が
成
り

立
た
な
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

集
団
接
種

質
問　

集
団
接
種
が
困
難

な
町
民
へ
の
対
応
は
。

町
長　

医
師
に
接
種
を
止

め
ら
れ
た
方
は
接
種
で
き

ま
せ
ん
。
接
種
会
場
に
来

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
に

は
送
迎
や
、
ふ
れ
あ
い
診

療
所
か
ら
巡
回
接
種
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
☆
ふ
れ
あ
い
診
療
所
は
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
開

設
。

　

池
いけ

田
だ

三
み

千
ち

留
る

 議員

質
問…

女
性
管
理
職
・
育
児
休
業
取
得
率
か
ら

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
取
り
組
み
を
聞
く

答
弁…

男
女
共
同
参
画
の
も
と
、
男
女

問
わ
ず
進
め
て
い
き
た
い
。

行　政
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一般質問

生涯学習 天
あま

野
の

　 仁
ひとし

 議員

質問 南部幼稚園跡を図書館と公民館用に
答弁 利用者の声を聞いて具体化したい

そ
の
長
い
歴
史
に
幕
を
下

ろ
す
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

質
問
の
事
柄
に
つ
き
ま

し
て
は
、
文
教
ゾ
ー
ン
に

位
置
す
る
社
会
教
育
、
生

涯
学
習
施
設
と
し
て
の
南

部
公
民
館
・
図
書
館
な
ど

の
利
用
者
様
に
、
長
年
十

分
な
駐
車
場
を
確
保
で
き

て
な
か
っ
た
の
で
、
園
庭

は
駐
車
場
と
し
て
利
用
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

園
舎
の
利
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
築
約
60
年
経
過

し
て
い
ま
す
の
で
法
的
に

検
討
も
し
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
園
児
の
た
め
の

造
り
だ
け
に
、
ト
イ
レ
等

の
改
修
を
行
う
予
定
で
す
。

再
質
問　

答
弁
に
も
あ
り

ま
し
た
文
教
ゾ
ー
ン
エ
リ

ア
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
図

書
館
の
利
用
を
高
め
る
た

め
に
も
、
園
舎
の
一
部
に

新
設
コ
ー
ナ
ー
等
の
ス

ペ
ー
ス
確
保
を
願
い
た
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
令
和
３

年
度
中
に
設
計
予
算
も
含

め
実
施
計
画
を
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。
早
期
に
町

民
に
還
元
し
て
い
け
る
よ

う
願
う
。

教
育
長　

図
書
館
の
充
実

と
い
う
点
は
、
園
庭
を
駐

車
場
に
し
た
後
に
公
民
館

や
図
書
館
の
利
用
者
の

方
々
の
声
を
聞
く
な
ど
し

て
、
具
体
化
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
駐
車
場
は
、
15

台
か
ら
18
台
程
度
お
け
る

の
で
は
な
い
か
と
想
定
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
、
早
い
時

期
に
、
駐
車
場
と
し
て
の

機
能
を
果
た
せ
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

　

質
問　

い
よ
い
よ
来
春
か

ら
、
３
幼
保
の
一
本
化
に

よ
る
「
み
な
べ
愛
之
園
こ

ど
も
園
」
開
園
の
運
び
と

な
り
、
現
南
部
幼
稚
園
の

場
所
が
空
い
て
き
ま
す
。

　

こ
の
幼
稚
園
跡
の
利
活

用
に
園
舎
の
一
部
を
図
書

館
用
に
、
南
部
公
民
館
用

に
、
そ
し
て
園
庭
は
駐
車

場
用
地
と
し
て
の
利
用
を

望
む
が
。

教
育
長　

南
部
幼
稚
園
は
、
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一般質問

質問 ワクチン接種の計画と課題について
答弁 4月29日から接種に向け広報に努める

保　健 玉
たま

井
い

伸
のぶ

幸
ゆき

 議員

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
誤

解
が
多
い

し
っ
か
り
と
広
報
を

質
問　

①
み
な
べ
町
で
は

い
つ
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
始
ま
る
の
か
。

②
本
町
で
の
接
種
手
順
が

ど
の
よ
う
な
も
の
か
住
民

に
伝
わ
ら
ず
、
見
当
違
い

の
誤
解
や
不
要
な
憶
測
を

招
い
て
い
る
よ
う
だ
。
何

ら
か
の
形
で
接
種
の
進
め

方
を
き
ち
ん
と
し
か
も
早

く
町
民
に
周
知
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

③
接
種
希
望
者
で
移
動
困

難
な
人
向
け
の
送
迎
は
ど

う
す
る
の
か
。
町
内
全
域

に
展
開
さ
れ
る
べ
き
だ
と

思
う
が
町
の
方
針
は
。

町
長　

①
み
な
べ
町
で
は

４
月
29
日
か
ら
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
始
め
た
い
。
す
で

に
９
月
30
日
ま
で
の
土
日

祝
日
も
含
め
た
医
師
の
当

番
表
を
作
成
ず
み
だ
。

②
広
報
４
月
号
で
接
種
ま

で
の
流
れ
な
ど
分
か
り
や

す
く
説
明
し
た
チ
ラ
シ
を

折
り
込
み
た
い
。
町
民

個
々
へ
の
案
内
は
３
月
22

日
よ
り
順
次
送
付

し
、
そ
の
際
も
チ
ラ

シ
を
同
封
し
た
い
。

③
接
種
会
場
へ
は

基
本
的
に
ご
自
身

で
お
願
い
し
た
い

が
、
困
難
な
人
に
は

町
内
全
域
で
送
迎

を
行
う
予
定
。
接
種

案
内
時
に
送
迎
の

希
望
を
と
り
、
地
区

別
に
送
迎
す
る
形
を
採
り

た
い
。
な
お
、
家
か
ら
も

出
ら
れ
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
巡
回
診
療
、
個
別
接

種
等
の
対
応
を
視
野
に
医

師
会
と
調
整
中
だ
。

放
送
に
よ
る
広
報
の

徹
底
を

再
質
問　

①
２
月
末
の
広

報
で
２
５
０
円
４
枚
の
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
ク
ー
ポ
ン
が

配
布
さ
れ
た
際
、
中
も
見

ず
に
広
報
を
丸
ご
と
処
分

し
た
と
い
う
事
例
が
あ
っ

た
。
ワ
ク
チ
ン
に
関
わ
る

大
事
な
情
報
に
つ
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら

な
い
よ
う
何
ら
か
の
補
完

的
な
対
応
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　

つ
い
て
は
、
配
布
に
併

せ
て
町
内
で
の
放
送
を
活

用
し
て
は
ど
う
か
。
配
布

の
数
日
前
か
ら
「
今
回
の

広
報
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
の
大
切
な
お
知

ら
せ
が
あ
る
の
で
ぜ
ひ
ご

覧
を
」
な
ど
の
放
送
を
何

度
か
繰
り
返
し
て

は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、

他
の
件
で
も
見
過

ご
さ
れ
た
事
例
が

あ
り
、
今
後
は
重

要
な
情
報
に
つ
い

て
は
日
頃
か
ら
放

送
に
よ
る
補
完
を

行
っ
て
は
と
思
う

が
町
の
考
え
は
。

②
接
種
現
場
で
は
問
診
に

か
な
り
時
間
を
要
す
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
町
内

の
あ
る
医
師
か
ら
現
在
何

ら
か
の
治
療
を
受
け
日
頃

か
ら
投
薬
さ
れ
て
い
る
人

に
つ
い
て
は
、
主
治
医
の

あ
ら
か
じ
め
の
判
断
が
あ

れ
ば
当
日
の
問
診
は
極
め

て
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
と
聞

い
た
。
み
な
べ
町
に
お
い

て
は
、
こ
の
よ
う
な
進
め

方
を
と
る
の
か
。
さ
ら
に
、

そ
う
し
た
場
合
、
費
用
が

発
生
し
な
い
か
懸
念
さ
れ

る
が
い
か
が
か
。

町
長　

４
月
号
の
広
報
に

チ
ラ
シ
を
折
り
込
み
、
そ

の
ま
ま
捨
て
ら
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
町
内
放

送
で
も
案
内
し
た
い
。
時

間
帯
に
も
考
慮
し
、
朝
昼

あ
る
い
は
夕
方
等
を
見
計

ら
っ
て
放
送
を
し
た
い
。

健
康
長
寿
課
長　

問
診
の

円
滑
化
の
た
め
、
主
治
医

の
事
前
の
診
断
や
意
見
を

も
ら
え
る
よ
う
用
紙
に
記

入
欄
を
設
け
た
い
。
な
お
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
無
料
と

す
る
こ
と
で
町
内
の
医
師

会
と
の
合
意
が
で
き
て
い

る
。

集団訓練 接種の様子

集団訓練（3 月 28 日） 受付の様子
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委員会レポート

　

平
成
30
年
12
月
に
手
話
言
語

条
例
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
住
民
福
祉

課
よ
り
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

【
制
定
後
の
取
組
み
】

　

制
定
後
す
ぐ
に
聴
覚
障
害
者

で
障
害
手
帳
所
有
者
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

令
和
元
年
12
月
に
、
障
害
者

週
間
の
街
頭
啓
発
で
障
害
者
の

理
解
を
啓
発
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
に
は
、
様
々
な
障

害
の
特
性
や
、
障
害
の
あ
る
方

へ
の
配
慮
を
正
し
く
理
解
す
る

「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
」
の
研
修
を

職
員
や
中
学
生
に
実
施
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
町
内
放
送
の
文
字
変

換
や
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
Ｎ
ｅ

ｔ
１
１
９
な
ど
を
協
議
し
ま
し

た
。
防
災
無
線
放
送
の
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
み
、
現
在
は
メ
ー
ル

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
届
く
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
10
月
ご
ろ
に
、
県
市
町

村
職
員
向
け
の
手
話
講
座
に
職

員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
取
組
み
】

　

地
域
生
活
支
援
事
業
の
中
で

手
話
奉
仕
員
養
成
研
修
事
業
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
町
単
独
で

な
く
上
富
田
町
と
白
浜
町
の
3

町
合
同
で
実
施
と
な
り
ま
す
。

【
委
員
会
か
ら
】

　

町
内
放
送
の
文
字
変
換
に
つ

い
て
の
充
実
と
、
町
内
放
送
以

外
に
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活

用
、
手
話
教
室
の
継
続
や
、
難

聴
対
話
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
長
寿
課
と
「
徘
徊
高
齢

者
等
の
見
守
り
支
援
」
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

担
当
課
で
は
、
見
守
り
支
援

を
必
要
と
す
る
家
族
の
方
へ
の

ビ
ー
コ
ン
活
用
の
説
明
や
、
理

解
を
深
め
る
説
明
会
を
開
い
て

は
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
問
題
等
で

十
分
な
話
し
合
い
が
で
き
て
い

な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
委
員
会
と

し
て
、「
高
齢
化
社
会
に
お
い

て
重
要
な
取
り
組
み
（
捜
索
シ

ス
テ
ム
）
で
あ
り
、
早
い
段
階

で
利
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」
と
要
望
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
課
題
と
し
て

「
帰
宅
困
難
者
（
登
録
者
）
の

方
に
ど
の
よ
う
に
常
時
、
携
帯

し
て
い
た
だ
く
の
か
」、「
自
主

防
災
会
、
運
送
業
、
郵
便
局
の

方
々
な
ど
（
町
内
を
車
等
で
、

配
達
や
外
回
り
さ
れ
て
い
る

方
）
と
の
提
携
な
ど
、
広
域
で

取
り
組
む
こ
と
が
よ
り
効
果
的

で
は
な
い
か
」、
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

総務文教常任委員会…
活動報告

３月１２日「みなべ町手話言語条例」と「徘徊高齢者等の見守り支援」ついて
取り組み内容を確認しました。

自
主
防
災
組
織
や
各
種
配
達
員
と
の
連
携
な
ど

広
域
的
な
取
り
組
み
が
重
要
！

無
線
標
識
（
ビ
ー
コ
ン
）
活
用
に
つ
い
て

ＧＰＳ機能の様に現在位
置がわかる機能ではない
が、アプリ（無料）を取
り込むことで、事前登録
をされたビーコン貸与者

（徘徊高齢者等）とのす
れ違いがわかり、大まか
な位置情報を把握するこ
とができる。

「ビーコン」とは

みなべ町議会だよりP17



追跡調査

梅農家の人手は今後ます
ます深刻になると認識し
ている。他品目の農家と
の労働力の交換も考えら
れるが、宿泊や食事等の
課題もある。まずは農家
へのアンケート調査を行
い実態把握に努めたい。

ポイント制導入のメリッ
ト、デメリットを見極め
ながら検討したい。

　令和元年 12 月からポイントによる
寄付ができるふるさと納税専門サイ
トを導入し、後日、旅行券などの返
礼品に交換することができるように
なりました。

　平成 30 年に農家へアンケート調査
を行い、その後、労働力対策協議会
を立ち上げ、労働力確保に向けた課
題に取り組んでいる。

　行政（町・県）、JA、農業者団体で
構成

結果、こうなりました

平成２８年第４回定例会 平成２９年第３回定例会

ふるさと納税のポイント制
導入を

問 梅農家の人手不足解消に向
けた支援策を

問

町長

町長

議員からの一般質問や議会での議論の内容、各委員会
が提言した内容がその後どうなっているのか、町民の
皆さんの疑問に答えるコーナです。

追 跡 調 査

▲庁舎玄関口の「ふるさと納税産品コーナー」 ▲各種団体で構成されている労働力対策会議の模様

みなべ町議会だより P18



６万人のブラジル移住に貢献！
　皆様は、みなべ町とブラジルが移住者を通じて深い縁で結ばれている
事をご存知でしょうか。
　みなべ町岩代出身の戦前の移住者で、ブラジルで大農場主となった故・
松原安太郎という人物がいます。
　3 月 10 日、松原氏の母校である岩代小学校で、5・6 年生を対象にし
た歴史学習と、ブラジルの国花である「イペー」の記念植樹が行われま
した。
　松原氏は、当時のブラジル大統領と懇意にしていた事から、戦後間も
なく日本人の移民再開の許可を取りました。当時、大戦中敵国であった
ブラジルには、まだ反日感情が残っていたのですが、戦争で途絶えた日
本人の移民再開を訴える親友・松原氏の熱意に大統領が応えて、特別に
受け入れ再開を認めたのです。
　戦後の日本は、350 万人もの引き揚げ者を抱かえて、食糧不足などで
混乱していましたので、松原氏からの移住者受入再開の連絡に日本政府
は大変喜びました。早速、国内で移住者募集が始まり、中でも和歌山県
が戦後移民の先陣をきって 65 家族が「松原移民地」に入植し、うち和
歌山県人が 56 家族を占めていました。その中には、当時清川村の現職
の村長であった谷口文太郎一家も移住し、入植地の日本人会長として貢
献されました。この「松原移民」が実現した事で、その後 6 万人の日本
人のブラジル移民に結びついたのです。この事業に物心両面で心血を注
いだ松原氏は、「戦後移民の父」と尊称されています。
　今回の、歴史学習を受けた岩代小学校の児童は、地元に偉大なる先人
がいた事に気付き、「今後も夢と誇りを持って勉強と将来の仕事に頑張
りたい」、「植樹したイペーの樹が元気に育って欲しい」と感想を述べま
した。
　令和 4 年は、松原安太郎氏の生誕 130 周年を迎えます。県中南米交流
協会では、町内で記念イベントを開催する計画が進められています。ま
た、翌年には、県主催の「第 2 回和歌山県人会世界大会」が開催されます。作　ウメたん

四 コ マ 漫 画

「ワクチン接種」編
◀松原入植地を訪れた
ブラジルの大統領（中央）
左端の人物が松原安太郎氏

（和歌山県中南米交流協会より）

▲ブラジルの国花「イペー」の樹を
　校内に祈念植樹

み な べ 町 のこんな事あんな事
ブラジル移民の父『松原安太郎』氏を偲んで

母校の岩代小で歴史学習

▲県中南米交流協会の眞砂ムツ子さんの
説明を熱心に聞く児童達

みなべ町議会だよりP19
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よ
う
こ
そ
み
な
べ
町
へ
！

移
住
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

仁に
っ

田た

忠た
だ

嗣つ
ぐ

さ
ん

（
25
）

な
ぜ
み
な
べ
町
へ

　

大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
、
梅
農
家
に
な
る
た

め
に
昨
年
の
４
月
に
み
な
べ
町
へ
き
ま
し
た
。

普
通
、
農
産
物
は
鮮
度
が
大
事
で
す
が
、
梅
は

梅
酒
や
梅
干
し
に
加
工
し
て
使
う
も
の
な
の
で
、

農
産
物
の
欠
点
を
補
え
る
と
こ
ろ
に
将
来
性
を

感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
梅
雨
、
松
竹
梅
な
ど
に
梅
の
漢
字
が

使
わ
れ
て
い
た
り
、
日
の
丸
弁
当
に
も
使
わ
れ

る
な
ど
、
梅
に
は
日
本
の
歴
史
と
の
つ
な
が
り

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

み
な
べ
町
の
魅
力
は

　

海
も
山
も
ど
ち
ら
も
あ
る
と
こ
ろ
は
、
な
か

な
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
自
然
豊
か
な

と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
関
東
と

比
べ
て
人
柄
が
暖
か
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

将
来
の
目
標
は

　

自
然
豊
か
な
み
な
べ
町
で
、
自
然
か
ら
い
ろ

い
ろ
と
学
び
、
い
つ
か
独
立
で
き
る
よ
う
に
今

を
し
っ
か
り
と
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ

と

が

き

年
度
が
替
わ
り
、
新
し
い
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
い
ま
だ
世
界
各
地
で
猛
威
を
ふ
る
っ

て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
節
目
の
卒

業
式
や
入
学
式
な
ど
が
規
模
縮
小
で
の
開
催
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
日
も
早
い
終
息
を
願
っ
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
細
心
の
注
意
を
払
い
つ
つ
も
、
臆

病
に
な
り
す
ぎ
ず
に
、
地
域
の
経
済
が
回
る
よ
う
、
広

報
委
員
会
と
し
て
も
情
報
を
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

広
報
特
別
委
員
会　

副
委
員
長

山
本　

秀
平

議
会
の
傍
聴
に
お
越
し
下
さ
い

5
月
議
会
開
会（
予
定
）
5
月
10
日（
月
）午
前
９
時
～


